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本学における新型コロナウイルス感染把握のための 
臨地実習前 PCR検査結果の特徴について 
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本学では 2021 年 6 月より感染症法に基づく登録衛生検査所として PCR 検査センターを

設置し、臨地実習に赴く直前の学生全員に対し PCR 検査を実施した。本学における PCR 検

査結果とその特徴について報告する。 

対象者は本学に所属する学生（無症状）であり、PCR 検査は厚生労働省の認可を受けたダ

イレクトリアルタイム RT-PCR 法試薬にて行った。検体は唾液とし、学生により自己採取さ

れた。陽性基準はターゲット蛍光の Ct値 40以下とした。本学における結果と神戸市の PCR

検査陽性率（有症状者）を比較した。 

2021 年 6 月から 2022 年 8 月までの本学における PCR 検査の延べ数は 3044 件であった。

本学の PCR 検査陽性率は、デルタ株の感染が多くを占めた第 5 波においては最高 1.0％で

あったが、オミクロン株に置き換わった第 6波では最高 8.7％であり、調査期間内で最も高

い陽性率であった。直近の第 7波では最高 5.3％であった。次に、本学と神戸市における PCR

検査陽性率の推移を比較した結果、有症状者と無症状者の違いはあるものの、神戸市におけ

る陽性率が示す波と本学における陽性率の波のピークはほぼ一致しており、かつ本学にお

いては低い陽性率を維持していたが、特に第 5波において陽性率が低かった。 

 本学で第 5 波において陽性率を低く抑えることができた要因としては、本学でワクチン

接種を高率に行ったこと、及び学生や教職員が協同することにより感染拡大予防へとつな

げることができたことが考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１）神戸常盤大学すこラボ（健康生活研究所） ２）医科学研究所神戸常盤大学 PCR検査センター 
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